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01：原子スペクトル分析 14 75 15 5
02：分子スペクトル分析 14 32 6 6
03：レーザー分光分析 11 42 2 2
04：X 線分析・電子分光 8 50 5 6
05：放射化学分析 2 27 1
06：NMR, ESR，磁気 3 15
07：電気化学分析 25 52 5 7
08：センサー 21 46 3 23
09：熱分析
10：有機微量分析 1 45 1 2
11：質量分析 4 22 4 4
12：マイクロ分析系 10 32 3
13：FIA 9 41 5
14：LC 21 1 64 19 11
15：GC 7 2 44 5 3
16：電気泳動分析 18 42 2 5
17：溶媒・固相抽出法 17 51 8 13
18：分離・分析試薬 15 43 3 11
19：分析化学反応基礎論 2 18 4 4
20：データ処理 3 19 3
21：標準試料 4 45 3
22：サンプリング，前処理 3 34 4 5
23：界面・微粒子分析 34 44 3 16
24：宇宙・地球 15 41 3 2
25：地球環境関連分析 30 54 19 16
26：無機・金属材料分析 2 31 5
27：有機・高分子材料 4 1 52 2
28：生体・医薬・臨床 14 59 19 13
29：バイオ分析 39 63 8 19
30：その他 9 27 4 2
合 計 358 5 155 184
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1 は じ め に


















































研究懇談会講演は，1 日目午前に 8 件，午後に 8 件，2 日目









ター発表 184 件が行われた。このうち 18 件が厳正な審査の結
果ポスター賞に選出され，ミキサーにて表彰した。2 日目およ
び 3 日目の午前には一般ポスター発表 155 件が行われた。今
回は会場が広く，かなりのポスター枚数を同時に掲示可能で
あったことから，掲示時間を 180 分間（初日午前は 195 分























































は，機器展示に 24 社（26 ブース），書籍販売に 1 社，カタロ


































































郎（九大院工）委員長から挨拶をいただいた。20 時 30 分をもっ
て樋上照男中部支部長が中締めの挨拶をしてお開きとなったが，
21 時近くまでなごりを惜しむように懇談が続いた。
7 そ の 他
今回の年会では，角間キャンパス内に常設の託児所がないこ















8 お わ り に
年会に参加された会員，展示に出展された企業，その他第
61 年会に参画していただいたすべての方々に，まずはこの場
を借りて御礼申し上げたい。34 年ぶりということに不安も
あったが，大きなトラブルなしに年会を閉会できたことに安堵
しているところである。中部支部の大学関係者，公的機関，企
業などの会員により構成された実行委員が総出で運営してくれ
たおかげである。各位に深く感謝したい。
今回の年会では，従来どおり分厚い要旨集を配布したが，金
沢市の中心地から決して近くない会場までの移動の際，その重
さをこれまで以上に感じた参加者も少なくなかったのではない
だろうか。懇親会での中村 洋会長の挨拶では，今回が冊子体
の講演要旨集を配布する最後の会になるであろうとのこと。電
子媒体による講演要旨の配布は昨年の ICAS2011 で行われて
いる。討論会，年会においては PC を持参する参加者が増加し
ていることを考えると，講演要旨の電子データ化は自然な成り
行きかもしれない。その場合，講演会場でも要旨を web 上で
閲覧できるようにするための無線 LAN 環境が会場に整ってい
ると便利であろう。また，PC をバッテリー駆動する機会が増
えると予想されることから，会場内に PC を充電できる場所が
あれば安心である。これらの点については，ぜひ検討をお願い
したい。
最後に，本年会の会期中，熊に遭遇する参加者がいなかった
ことに，実行委員一同，胸を撫で下ろしている。
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